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　　一コンパニオン決定一　　l

l　　「さいたま博」の江南町コーナ
！＿において、来場された皆さんのi

！　ご案内や映像ショーの説明をして　！
ゑ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぐ
1　いただくコンパニオンのギャル四　l

l　人です。お気軽にご案内を申しつ　1

≧　けてください。　　　　　　　　　1
5　　　　　　　　　　　　　　　　〈
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〔2月1日現在人口〕
男5，361人女5，412人計10，773人
世帯数2，839

●発行所　埼玉県大里郡江南町役場

●発行人　江南町長　柴田忠雄
●電話0485（36）1521
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“自由乙躍動する未来の創造”

19日（土）～5月29日（日）

（県営スポーツ文化公園建設予定地）

　
「
さ
い
た
ま
博
覧
会
」
は
自
由
－
躍

動
す
る
未
来
の
創
造
を
テ
ー
マ
と
し
て
、

昭
和
六
十
三
年
三
月
十
九
日
（
土
）
か
ら

五
月
二
十
九
日
（
日
）
ま
で
の
七
十
二
日

間
、
熊
谷
市
上
川
上
（
県
営
ス
ポ
ー
ツ

文
化
公
園
予
定
地
）
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
「
さ
い
た
ま
博
」
は
埼
玉
県
が

豊
か
な
自
然
環
境
を
基
盤
と
し
て
、
産

業
・
経
済
・
文
化
な
ど
に
着
実
な
躍
進

を
遂
げ
て
い
る
姿
と
一
一
十
一
世
紀
に
向

け
て
飛
躍
す
る
足
が
か
り
と
す
る
た
め

に
開
催
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
◇

　
　
さ
い
た
ま
博
覧
会
の
テ
！
マ
は
、

　
町
も
こ
の
「
さ
い
た
ま
博
」
に
積
極

的
に
参
加
し
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
の
博

覧
会
を
一
つ
の
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
、
ふ

る
さ
と
再
発
見
・
新
し
い
町
づ
く
り
へ

の
方
向
・
広
く
県
内
外
に
江
南
町
を
ア

ピ
ー
ル
す
る
チ
ャ
ン
ス
と
考
え
、
三
面

マ
ル
チ
ス
ラ
イ
ド
に
よ
る
映
像
シ
ア
タ

ー
（
小
劇
場
）
祭
り
ば
や
し
と
む
さ
し

江
南
音
頭
の
演
技
（
小
広
場
）
な
ど
の

イ
ベ
ン
ト
で
参
加
し
ま
す
。

　
是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◇
　
　
　
　
　
◇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
自
由
－
躍
動
す
る
未
来
の
創
造
」
。

　
各
パ
ビ
リ
オ
ン
で
は
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ
出
展
が
用
意
さ
れ
、
さ
ま
ざ
ま

な
角
度
か
ら
二
十
「
世
紀
の
さ
い
た
ま
を
語
っ
て
く
れ
ま
す
。
夢
が
広
が
る
会

場
は
、
躍
動
す
る
「
さ
い
た
ま
」
と
の
出
会
い
の
場
。

．
嚢
無

轡
藷
　
　
　
　
　
　
嚢

　
　
嚇

町南江

簸感魏i醸

縫．

群
『

騨
灘

蕪盤灘
　傷郎漸蚤榔き燭帰

鰯毅
碧葦気ノ翌承’レ

夢』1

三
面
マ
ル
チ
ス
ラ
イ
ド
に
よ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
映
像
シ
ア
タ
ー

ふ
る
さ
と
埼
玉
館

　
趣
向
を
凝
ら
し
て
「
わ
が
市
、
わ
が

町
、
わ
が
村
」
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
県
内

九
十
二
市
町
村
が
出
展
し
、
市
町
村
の

歴
史
や
文
化
を
紹
介
す
る
パ
ビ
リ
オ
ン

　
　
　
）
　
）

に
お
い
て
、
九
十
二
市
町
村
の
う
ち
で

三
番
目
の
面
積
を
持
っ
た
、
〃
江
南
町
コ

ー
ナ
ー
”
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
「
い
ま
、
未
来
へ

翔
け
る
・
江
南
町
」
と
題
し
て
三
面
マ

ル
チ
ス
ラ
イ
ド
に
よ
る
映
像
シ
ョ
ー
が



広報こうなん（3昭和63年3月1日

開催場所　埼玉県熊谷市

　
　
　
　
　
　
』
　
鰯
　
、
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
灘
懸
、

ご
ら
ん
い
た
だ
け
ま
す
。

●
「
映
像
の
内
容
」

　
町
の
豊
か
な
自
然
と
そ
の
恵
み
や
、

歴
史
と
文
化
の
上
に
た
っ
て
安
全
で
快

適
な
暮
ら
し
、
づ
く
り
の
た
め
に
町
の
進

む
、
べ
き
方
向
を
考
え
な
が
ら
、
皆
さ
ん

に
登
場
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
ふ
る
さ
と
再
発
見
の
た
め
に

町
の
さ
ま
ざ
ま
な
風
景
を
紹
介
し
て
お

り
、
新
し
い
町
の
姿
を
見
直
し
て
く
だ

さ
い
。

●
町
や
暮
ら
し
が
変
っ
て
も
人
々
の
暖

　
　
会
場
で
お
会
い

　
　
　
　
　
こ
覧
く
だ
さ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
・
、
〆
浦

四
月
十
二
日
は
「
江
南
町
の
日
」
で
す
．

霧
鷹
．
遷
添
◇
、
。

　
か
さ
は
変
わ
ら
な
い
町
づ
く
り
の
た
め

　
に
テ
ー
マ
を
「
夢
と
ふ
れ
あ
い
江
南
町
」

　
と
定
め
て
い
ま
す
。

　
●
三
面
マ
ル
チ
ス
ラ
イ
ド
と
は
、
幅
三

　
メ
ー
ト
ル
縦
一
メ
ー
ト
ル
の
ス
ク
リ
ー

　
ン
に
ス
ラ
イ
ド
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
を
使

　
い
、
約
四
〇
〇
か
ッ
ト
の
写
真
に
よ
る

　
九
分
間
の
映
像
シ
ョ
ー
で
す
。

　
●
二
の
映
像
シ
ョ
ー
を
鑑
賞
さ
れ
た
か

　
た
に
、
抽
せ
ん
で
、
テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド

　
や
マ
ス
コ
ッ
ト
シ
ー
ル
が
当
た
り
ま
す
。

し
ま
し
ょ
・
つ
。

ご
参
加
く
だ
さ
“

　
　
ぺ
　
ρ
　
　
（

　
「
さ
い
た
ま
博
」
の
会
期
中
に
「
市

町
村
の
日
」
が
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
江
南
町
は
、
四
月
十
二
日
（
火
）
十
二

時
三
十
分
か
ら
十
四
時
ま
で
の
九
十
分

間
、
会
場
内
の
小
広
場
で
演
技
を
行
い

ま
す
。
ぜ
ひ
と
も
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　演

技
プ
ロ
グ
ラ
ム

○
江
南
幼
稚
園
児
百
二
十
名
に
よ
る
、

　
「
む
さ
し
江
南
音
頭
」
の
踊
り

○
上
新
田
の
祭
り
ば
や
し
の
演
奏

○
婦
人
会
会
員
五
十
名
に
よ
る
「
む
さ

　
し
江
南
音
頭
」
の
踊
り

○
板
井
の
祭
り
ば
や
し
の
演
奏

○
出
演
者
全
員
に
よ
る
「
む
さ
し
江
南

音
頭
」
の
総
踊
り
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さ
い
た
ま
博
江
南
町
コ
ー
ナ
ー
コ
ン
パ
ニ
オ
ン
を
決
定

◎
岡
田
多
寿
子
さ
ん
（
二
＋
一
歳
）

素
敵
な
思
い
出
に
な
る
よ
う
ガ
ン
バ

リ
ま
す
。

◎
吉
田
正
代
さ
ん
（
二
＋
歳
）

体
を
動
か
す
こ
と
が
大
好
き
で
す
。

◎
加
藤
佐
知
子
さ
ん
（
＋
九
歳
）

一
生
に
一
度
し
か
で
き
な
い
こ
と
に

魅
力
を
感
じ
て
い
ま
す
。

◎
神
山
ゆ
か
り
さ
ん
（
＋
九
歳
）

十
代
最
後
の
思
い
出
と
考
え
ま
し
た
。

　　■21世紀へのステーション

　　　つ88さいたま博覧会会場周辺交通図
し
　　　　、黙総瀞　　　欝虚慧鳶灘欝難繋餐壌　「華

　　　　　　響鱗等嬢輪諺・
　　　　　　　　　　　　　粟　　嫉灘騨
　藻　［　　・’』　　　　欝　．、響　　　　灘識欝

璽響雛毒懸灘r墾毛鱗農糊・璽篠嫌

★会場へは、公共交通機関を

　利用するよう、ご協力ください。

「
む
さ
し
の
結
婚
相
談
所
」
よ
り

　
昨
年
末
発
足
し
ま
し
た
、
当
結
婚
相

談
所
開
設
に
つ
い
て
、
皆
さ
ん
か
ら
の

意
外
な
関
心
の
大
き
さ
に
驚
い
て
お
り

ま
す
。

　
こ
れ
に
こ
た
え
る
た
め
、
早
期
に
相

談
活
動
を
実
施
し
よ
う
と
し
ま
し
た
が
、

事
務
所
建
築
に
伴
う
付
帯
事
項
の
処
理

や
、
事
務
局
体
制
の
強
化
・
充
実
、
相

談
活
動
の
手
順
や
研
修
、
さ
ら
に
書
類

や
様
式
の
整
備
な
ど
、
予
期
し
な
い
問

題
が
続
出
し
、
し
か
も
秘
密
を
要
す
る

むさしの結婚相談所構成

　顧問団
長谷川　七　郎

吉田　　清
小柴文代

所長
持田包雄

　副所長

持田健夫

関
係
上
安
易
な
活
動
も
で
き
ず
、
む
ず

か
し
さ
を
痛
感
し
て
お
り
ま
す
。

　
幸
い
町
当
局
の
暖
か
い
ご
配
慮
に
よ

る
、
当
局
と
相
談
所
役
員
と
の
話
し
合

い
の
実
施
や
、
二
月
末
に
お
け
る
相
談

所
事
務
所
の
落
成
な
ど
、
テ
ン
ポ
は
お

そ
い
な
が
ら
相
談
活
動
の
実
施
に
む
か

っ
て
努
力
し
て
お
り
ま
す
。

　
な
お
、
ご
参
考
ま
で
に
相
談
活
動
に

必
要
な
各
地
区
の
相
談
員
の
皆
さ
ん
は
、

図
の
と
お
り
で
す
。

　理事長

橋本利夫

事務局
橋本．寿夫

新井　秀幸

橋本　寛助

反町　久夫

坂田　文夫

権田　　寛

田辺志津江

馬場　　緑

事務長

次長

局員

指導委員

馬場茂雄
柴田守次
新井秀幸
岩間喜久一
鎌塚義一

監　　査

篠　田　正　勝

新　井　　　忠

）

）
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（
（

お
母
さ
ん
が
“
先
生
”

…蝸鱒
響睡、．藝難1

　萎霧．撫畷　難
盟萎馨華醗鮭

慧
．
、

　
、
　
、
　
　
》
　
』
　
　
　
　
　
、

　
　
　
　
、

具
体
的
な
教
え
方
を

◎
実
際
の
体
験
を
通
し
て
教
え
る
こ
と

が
大
切
で
す
。

　
通
学
、
通
園
時
間
に
合
わ
せ
て
、
子

供
と
一
緒
に
通
学
（
園
）
路
を
何
回
か

歩
い
て
、
信
号
機
の
見
方
、
横
断
歩
道

の
正
し
い
渡
り
方
を
指
導
す
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
同
じ
道
で
も
、
時
問
や
曜
日

に
よ
っ
て
交
通
事
情
が
変
わ
る
こ
と
も

併
せ
て
教
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

◎
子
供
に
は
「
み
あ
し
て
は
い
け
な
い
」

「
こ
う
し
て
は
い
け
な
い
」
と
い
っ
て

も
　
あ
ま
り
効
き
め
は
あ
り
ま
せ
ん
。

安
全
な
行
動
を
具
体
的
に
教
え
て
実
行

さ
せ
、
ほ
め
な
が
ら
教
え
る
と
効
果
が

あ
り
ま
す
。

◎
道
路
を
横
断
す
る
前
に
、
必
ず
い
っ

た
ん
停
止
す
る
習
慣
を
つ
け
さ
せ
ま
し

ょ
う
。
そ
れ
に
は
日
ご
ろ
か
ら
、
曲
り

角
で
は
必
ず
止
ま
る
な
ど
の
習
慣
を
つ

け
て
注
意
深
い
子
供
に
育
て
ま
し
ょ
う
。

◎
道
路
で
遊
ば
な
い
よ
う
に
、
ふ
だ
ん

か
ら
徹
底
し
て
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　
最
近
で
は
、
裏
通
り
を
通
る
車
が
多

く
な
っ
て
い
ま
す
。
い
っ
そ
う
の
注
意

が
必
要
で
す
。

生
活
に
ゆ
と
り
を

　
ま
た
、
子
供
が
毎
日
の
生
活
で
時
問

の
ゆ
と
り
を
持
つ
こ
と
も
、
交
通
事
故

に
遭
わ
な
い
た
め
の
大
切
な
ポ
イ
ン
ト

で
す
。

◎
寝
る
前
に
翌
日
の
準
備
を
す
ま
せ
る

よ
う
に
習
慣
づ
け
、
登
校
時
間
に
余
裕

を
も
た
せ
る
よ
う
叢
し
ま
し
ょ
う
。

　
あ
わ
て
て
登
校
し
、
忘
れ
物
に
気
づ

い
て
家
に
引
き
返
す
途
中
で
事
故
に
遭

う
ケ
ー
ス
が
多
い
の
で
す
。

帰
宅
後
の
遊
び

　
　
　
　
　
に
も
注
意
を

◎
帰
宅
後
、
遊
び
に
行
っ
て
よ
い
範
囲

や
帰
宅
時
間
な
ど
を
決
め
て
、
子
供
に

し
っ
か
り
守
ら
せ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。◎
子
供
に
自
転
車
を
利
用
さ
せ
る
場
合

に
は
、
子
供
の
年
齢
や
体
力
に
適
し
た

も
の
を
選
び
、
と
き
ど
き
子
供
と
い
っ

し
ょ
に
点
検
や
整
備
を
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
＊
　
　
　
　
　
　
　
　
＊

　
子
供
が
、
お
母
さ
ん
と
の
毎
日
の
楽

し
い
語
ら
い
の
な
か
で
、
正
し
い
交
通

ル
ー
ル
を
理
解
し
、
お
母
さ
ん
の
お
手

本
に
ょ
っ
て
、
安
全
な
行
動
を
身
に
つ

け
ら
れ
る
よ
う
に
、
温
か
い
愛
情
を
も

っ
て
指
導
し
て
あ
げ
て
ほ
し
い
も
の
で

す
。

ρ＼

（

相
　
談
　
員

上押切
新井　秀幸 押切650 36－3953

新井　政男 〃　646 〃一〇210

成　　沢

橋本　寛助 成沢1093 36－3602

樋春南
坂田　文夫 樋春294 〃一4091 田辺志津江 押切2528 〃一1000

鎌塚　義一 〃　118 〃一1474 篠崎　勝次 〃　2628 〃一1506

樋春北
馬場　　緑 〃　823 〃一2669 古屋　宗一 〃　2653 〃一5279

小島　芳房 〃　1004 〃一2178

三　　本

小柴　文代 三本1927 〃一1168

御正新田
橋本　利夫 御正新田172 〃一1594 藤野　　要 〃　1251 〃一3752

関谷　貞六 〃　　345 〃一3412 長谷川七郎 〃　684 〃一〇707

小江川

橋本　寿夫 小江川2159 〃一2194 篠田　正勝 〃　1179 〃一2225

福田　哲雄 〃　1317 〃一1650 新井　　忠 〃　956 〃一2123

福田　久良 〃　1317 〃一1650

上新田

反町　久夫 上新田231 〃一1266

大久保総一 〃　609 〃一〇244 川島　義治 〃　80 〃一1585

塩 千野　恒信 塩652 〃一3280 岩間喜久一 〃　59 〃一〇989

板　　井 富岡　賢久 板井770 〃一2644 柴田　守次 〃　150 〃一〇146

柴 柴　　芳夫 柴153 〃一〇931

下押切

持田　健夫 押切416 〃一2638

千　　代 湯本　光雄 千代150 〃一1659 持田　包雄 〃　145－1 〃‘1574

須賀広 吉田　　清 須賀広251 〃一1858 馬場　茂雄 〃　131 〃一3481

野　　原 宅森　清次 野原989． 〃一〇335 権田　　寛 〃　345 〃一〇470
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議

圏極響　・胴囹醗■■圏闘㎜田
　　　　一所得の申告はお済みですか醗懸
　62年分の所得税の確定申告と町・県民税の申告は、3月15日まで
です。2月16日から受け付けが始まりましたが、まだ申告がお済み
になっていない人はお早めに済ませてください。

）

）

　　　　麟麟試食会開かれる醐　
　1月26日、勤労福祉センターにおいて、農村婦人健康教
室が開催されました。これは、自家農産物の利用法をお互
いに紹介しあうもので、会場には72人のみなさんが自慢
料理を持ちより、質疑応答ののち試食会が行われました。

　　　　　　　　　　　　“丁、韓．　’＊瓢儒獄醸羅澱箭騰x、”　　．．　　　　畑“照一　’ずκ瀬

　　　　一おめでとう柴チームー
　2月18日、江南町運動公園にて春季ゲートボール選抜
大会が開催されました。今回は33の出場チームが日頃の
練習の成果を競い合い、熱戦の末柴チームが県大会出場
権を獲得しました。
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か
ら
国
民
年
金

保
険
料
が
変
わ
り
ま
す

定額保険料 付加保険料

毎　月

納　付

7，700円×

　　　　12月
＝92，400円

400円×

　　　12月
＝4，800円

前　納 90，170円 4，680円

割引額 2，230円 120円

　
こ
れ
ま
で
、
国
民
年
金
保
険
料
は
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額
七
、
四
〇
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円
で
す
が
、
昭
和
六
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三
年
四
月
か
ら
月
額
七
、
七
〇
〇
円
に

な
り
ま
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。

　
付
加
保
険
料
は
、
い
ま
ま
で
ど
お
り

月
額
四
〇
〇
円
で
す
。
国
民
年
金
は
、

若
い
人
達
が
お
年
寄
り
の
生
活
を
順
送

り
に
支
え
ら
れ
て
い
く
し
く
み
を
と
っ

て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
こ
の
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度
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加

入
者
の
み
な
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が
納
め
る
保
険
料
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支
え
ら
れ
て
い
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の
で
す
。

　
そ
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で
、
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金
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、
自
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た
め
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か
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く
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た
め
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切
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義
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し
て
、
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険
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滞
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（8）広報こうなん 昭和63年3月1日

●
●

　　　賞

　　　　　rわたし」に名まえを

　　　　　　　　　　　　付けてください。

　「わたし」け「’88さいたま博覧会」の江南町マスコットとして、誕生いたしました。まだ名前が付

いていません。かわいくすてきな名前をつけてください。

①おうぼ方法●

　幼稚園や小・中学校の皆さんは3月10日までに、おうぼ用紙に書いてクラスの先生へ提出してくだ

さい。

　幼児の皆さんは保護者のかたに書いていただき3月10日までに役場総務課へ提出してください。

　おうぼされたかたの中から抽せんで50名のかたにマスコ・ソト入りのテレホンカードをさしあげます。

● 　町の鳥キジをモデルに、町の木アカマツのみどりと、

そして町の花、さくらの色を尾につかいました。

　　　　この様式で応募してください。

お
う
ぼ
券

マスコットの名まえ

住　　所

名　　前

年　　齢

※ひとり一点でお願いします。




